
ICT授業におけるアプリの実用性向上と目標設定、学
校教育での効果的な活用と般化のためのガイドライン


兵庫県立阪神特別支援学校 

NPO法人　支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction



主な活動と経歴本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）外部専門家 

京都府立向日が丘支援学校　相談支援センター　アドバイザー 
　　　滋賀県教育委員会　特別支援教育ＩＣＴ活用PJ　トータルアドバイザー 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　長岡京市教育委員会　社会教育委員 
　　　㈱アットスクール　ICTスーパーバイザー 
　　　放課後ディサービス・フリースクール　アドバイザー 
昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





①学校教育におけるICTの活用と般化についての注意点

どのアプローチすればICT活用が当たり前になるか


②アプリの実用性について

自立活動を前提とした、卒業後の出来るを一つでも増やす


③ICT授業のねらいの枠組み

主体的で、協働的な学び　　

同じ授業内容であれば、楽しい！　またやりたい！を増やす


本日のAgenda



https://www.mext.go.jp/content/20200911-mxt_jogai01-000009772_18.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20200911-mxt_jogai01-000009772_18.pdf


①学校教育におけるICTの活用と般化についての注意点

どのアプローチすればICT活用が当たり前になるか



Chatgpt先生に聞いてみました

① ICT活用と般化の注意点 
• 学校では「目的を明確に」「個別ニーズに合わせる」「依存を防ぐ」 
• 学校外では「家庭との連携」「日常生活への応用」「社会参加を促す」 

② ICTを当たり前にするアプローチ 
• 学校文化として根付かせる（ルーチン化、先生の積極活用） 
• 児童生徒が主体的に使う環境を作る（段階的な活用、試す文化） 
• 保護者・地域と連携し、学校外でもICTを活用できる環境を整える 
特別支援学校において、ICTは「学びを支えるツール」であると同時に、「自
立や社会参加を促す手段」となります。日常的に使えるようにすること
で、学習の質を高め、卒業後の生活にもつながる活用ができるようになり
ます。 



iPadの優位性 

携帯性（いつでも、どこでも） 

手書き認識（紙とICTの融合） 

音声入力・音声読み上げ（文字のない学び） 

音（繰り返し確認） 

画像・動画（見ればわかる） 

Creative（良さを伸ばす） 

活用におけるヒント



ユニバーサルデザイン授業 

誰にでも分かりやすい提示 

集中の切れない工夫 

パソコンが苦手だからこそタブレットを！



タブレット端末がT1,T2になっていないか？ 
ツールなので、教材・教具の域を出ない！



タブレット学習のメリット

子供の学習意欲を向上させる 

反復学習ができるので忘れにくくなる 

自動採点が可能なため自主性が高まる 

スケジュール・学習進捗を把握できる 

動画や音声を使った学習が簡単にできる

https://thewonder.it/bukatsu/programming/article/94/

https://thewonder.it/bukatsu/programming/article/94/


タブレット学習のデメリット

目の疲れやドライアイ、睡眠の質の低下 

紙の勉強より非効率になる可能性がある 

タブレットが動かなくなると勉強ができなくなる 

https://thewonder.it/bukatsu/programming/article/94/

https://thewonder.it/bukatsu/programming/article/94/


タブレットが時間つぶし（時間調整）になっていないか？ 
教員の便利使いにはしない！



タブレットをご褒美（エサ）としてつかっていないか？ 
負の強化をしているだけかも！ 



Youtube見てるだけのデバイスになってないですか？！



１．自分が授業に困っていないと機器を活用する必要性を感じ
ない 

２．PCで苦手意識が根付いていて活用するのが億劫 

３．子どもたちの出来る可能性に気づいていない 
　　卒業後の自立のイメージが出来ていない 

４．慣れている授業スタイルを変更したくない 
　　授業変革の必要性を感じない 
　　　　　　　　　　　　　…

校内でICTの活用進まない



校内でICTの活用を広めるためのポイント 
SAMRモデルをベースにiPadで紹介 

１．教員自らにメリットがあることを実感する 

２．ICTが苦手でもこんなに簡単！を実感する 

３．児童生徒にこれなら出来る！を実感する 

４．ICTの活用で新しい授業実践する



教師は生徒の成果物に劇的な変化をあたえるように 
活動をデザインする



デジカメ・ビデオカメラ・ラジカセ・オルガン

画像に書き込み・その場で確認・リピート再生

自己肯定感を高める・授業を変える       

必要なスキル



1台ｘ役で便利！！ 



デジカメ・ビデオカメラ・CDデッキなど 
普段使いの物をタブレットに集約 

こんなに簡単・便利なんや！　を実感



カメラの活用 
ミラーリングで簡単拡大投影

ささっと写して拡大提示 
カメラ（写真）



カメラの活用 
ミラーリングで簡単拡大投影

ささっと録画して拡大提示 
カメラ（ビデオ）



動画サイトの閲覧

CDを入れ替える必要なし 

ミュージック



書くのが面倒くさい時に… 

ボイスメモ・メモ



キッチンタイマーより簡単 
時計＋Siri



手帳より便利（音でお知らせ） 
リマインダー・カレンダー



虫眼鏡より大きく見える 
拡大鏡



1st Stage  = Substitution(代替） 

教員自らの生活にメリット感じることが肝心 

こんなに簡単・便利なんや！　を実感



以外と簡単！！
これなら出来る！



デジカメ・ビデオカメラ・CDデッキなど 
では出来ない事ができる 

こんなに便利なんや！ 
を標準アプリを中心に実感



マークアップの活用 
電子黒板が無くても簡単書込

見るべき場所を簡単に支援 
マークアップ



簡単合成画像の作成 
画像切り抜き

注.使用するiPadの世代・iPadOSのバージョンに依存します 





変化の長いものを凝縮して録画 
タイムラプス



変化が早くて分からないものをゆっくりと 
スロー



校外学習・運動会などの撮影にはこれ！ 
パノラマ



写真を取るだけでOCR（文字認識） 

カメラ（テキスト認識表示）



画像編集機能 
トリミング・回転・反転も簡単

左右反転・縦横回転・トリミング 
写真



書類を撮影すればPDFファイルで保存 

カメラ



メジャーや定規がなくても測れる 
計測



アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和

手で触らなくても音声で操作 
AIアシスタント（Siri)



教員のスマホライフが進化できることを 
実感することが、一番肝です 

そうすることで授業での活用がイメージできます 

その後は、先生方からもっとこんな事したいと 
アプローチしてきますよ！ 

このステージまでを繰り返し支援します

2nd Stage  = Augmentation(増強） 



②アプリの実用性について

自立活動を前提とした、卒業後の出来るを一つでも増やす

本日のAgenda



Chatgpt先生に聞いてみました
生活の中で使えるスキルを育てる 

アプリを使う目的を、「授業での学習」にとどめず、「日常生活での実践」
に広げることが大切です。例えば、以下のような形で活用できます。 
→ 学校の中でアプリを使うだけで終わらず、「このまま社会でも使える」
形にすることが大事！ 



「学校での活用」と「卒業後の活用」をつなげる視点を持つ！ 
🔹「できることを増やす」ために、具体的な場面をイメージして使う！ 
🔹「特別なもの」ではなく、「生活の中で当たり前のツール」にする！ 

学校でのICT活用が卒業後の「できる」に直結すれば、生徒の自立の幅が大きく
広がります。どのアプリを使うかよりも、どう使えば将来につながるのかを意識
して活用を進めていくことが大切です。 



教員の視点ではなく子どもの視点で活用する！ 

学習のねらいは何か？ 
何に困っているのか？ 

iPadでないと出来ないのか？ 

iPadである必然性はあるのか？

活用において大切な事



1台ｘ役で便利！！ 

こんな授業してみたい！



子どもたちが出来ないと思っていたこと 

ICTを活用した機能代替=できるを実感 
アクセシビリティ



分からなければ、調べれば良い・聞けば良い 
文字が獲得出来てないくても出来る世界！

アプリを使うのは 
昭和・平成世代 

Aiを使うのは 
平成～令和



音声アシスタント

子どもたちのアウトプットの練習

『きょうのてんきは？』



読めなければ読んでもらえば良いのでは？ 
読むことは情報入力のツール！ 

聞くことは情報入手の一番便利なツール！



情報の変更（テキスト認識表示） 
視覚情報を聴覚情報へ 

画像であればいつでも聞ける



情報の変更（アプリ　Furigana） 
ルビがあれば読める



情報の変更（アプリ　ふりがなPDF） 
板書にルビ振り



書けなければiPadで音声入力で良いのでは？ 
書くことは情報出力のツール！ 

話すことは情報出力の一番便利なツール！



日本語手書き　キーボード



手指操作が苦手でもグラフが書ける 
メモ・計算機



手で触らなくても音声で操作 
音声コントロール



うまく話せなくても 

機器が言い直してくれる



うまく手で操作できなくても 

視線トラッキング



外国語が理解できなくても大丈夫！ 

翻訳



これまでに無い授業の実践 
タブレットの魅力はストアアプリ・Webアプリ



個に応じた速度で音程を変えずに練習できる 
VBooster



授業の振り返りなどに集中を！ 
効果音アプリ



必要な書類をPDFで保存 
SideBooks



顔出しNGな子には顔認証でサクッと処理 
MovStash



歌の練習にもさくっとカラオケ作成 
Moises



③ICT授業のねらいの枠組み

主体的で、協働的な学び　　

同じ授業内容であれば、楽しい！　またやりたい！を増やす

本日のAgenda



1台ｘ役で便利！！ 

やりたい！　できる！
を可能する授業作り



STEAM教育や主体的・協働的な学びの実践 

真の自立へ向けた教育 
得意を伸ばす・苦手はICTで代替



AR（拡張現実）で特撮動画を作ってみよう！



サンプル



このマークをタップ

生き物を検索（３D表示出来ないものもあります）



画面収録

画面収録で動画作成（コントロールセンターより）



コマ撮りアニメを簡単作成



サンプル



使い方

ひとつ前の画像を半透明で表示 
固定物をあわせる



「効果音アプリ」を使えばBGM・効果音のプラス



音楽・体育で便利（再生速度調整）



使い方

再生速度に関わらす 
音程を維持する

個応じた速度で 
練習



顔出しNGの子に簡単モザイク



サンプル



クリスマス会にはピッタリ！！



サンプル



いろいろな場面で授業に簡単アクセント！！



サンプル



子どもたちの理解度をクイズ形式でやってみよう！



次へ

サンプル



作り方



何でも出来る！！



使い方



教員のねらいと子どものゴールをずらす 
Animated Drawings



https://477.jp/

意見の集約・アイデア出し 
ふきだしくん

https://477.jp/


楽譜が読めなくても、楽器が弾けなくても 
GrageBand



子どものレベルに応じて簡単動画作成 
iMovie



iMovie　マジックムービー 
画像を選ぶだけ！



iMovie　ストーリーボード 
テンプレートに画像・動画・テキストを選択



子どものレベルに応じてプログラミング教育



Springin’ mblock



まとめ



みんな遅かれ早かれ、出来なくなりますよ！ 

年をとると… 

見えなくなる（読めなくなる　　　　→視覚障害 
聞こえにくくなる　　　　　　　　　→聴覚障害・APD 
覚えられなくなる（忘れやすい　　　→知的障害・認知症 
歩きにくくなる（歩けなくない　　　→肢体不自由 
手が震える（細かい作業が困難　　　→DCD 
書くことが困難になる　　　　　　　→LD 
食べにくくなる　　　　　　　　　　　　 
話しにくくなる 
　　　… 

代替手段が必要になるんです！！ 
そのひとつがICTの活用です 
児童生徒は出来なくて困っているんです。 

ルーペ・拡大鏡
補聴器・スピーカー
メモ・リマインダー
車椅子・車
誰かにやってもらう
キーボード・スマホ

代替手段を知っているから自己解決 
出来るんですよ！！



子どもたちの困りを我が事として考えてください 

まだ、頑張らせますか？？ 

努力すれば出来るようになりますか？？ 

別の方法を知れば自立出来るかも… 

子どもたちには１２年間が学びの全てです 



おすすめ情報



視覚支援が大切 
取説よりも動画



R03年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（標準機能からのスキルアップ）
１回目 ２回目 主な内容

5/11 5/25 カメラの使い方、簡単授業活用、テレビに拡大提示

6/8 6/22 様々な動画の撮影、タイムラプス、スロー

7/6 7/13 入力の方法、音声入力、Siri、キーボードの追加

9/7 9/28 画像の編集、簡単授業活用

10/12 10/26 動画の編集、簡単授業活用

11/2 11/29 授業で使えるアプリ体験１　授業進行

12/7 12/14 授業で使えるアプリ体験２　教材作成

1/11 1/25 授業で使えるアプリ体験３　読み書きの代替

2/1 2/15 授業で使えるアプリ体験４　プログラミング

3/1 315 コントロールセンターの活用、アクセシビリティ解説

代替

増強

修正
変更

変革



自分が便利を、まず実感！ 
その先に、子どもたちの為に



呉竹 東 主な内容

5/10 5/13 vBooster Teams　QRコードで運動会のダンス練習　

6/7 6/10 クラスルームの操作練習

7/5 7/4 Googleアプリ 画像検索機能で夏休みの宿題（スクショで保存）

9/6 9/1 Phonto で校内のポスター作成

9/27 9/14 Googleアプリ ３D表示で文化祭のビジュアル大道具作成

10/11 10/7 iMovie でクリスマス会の予告編ムービー作成

11/1 11/18 Keynote でニュース番組作成

12/6 12/9 Clips　でキラキラ発表会をしてみよう！

1/10 1/20 Pages  でマルチメディア卒アル作成

1/31 2/1 GrageBand で泣かせる卒業式の曲作り

R04年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（学校行事にあわせたiPad活用法）



年間の学校行事に合わせた 
効果的なiPad活用法



主な内容

5/ 生活・職業（手洗い・作業支援・・）

6/ 国語（語彙・かな・漢字・・）

7/ 社会（地域調べ・・）

7/ 算数・数学（数唱・足し算・九九・図形・時計・・）

9/ 理科（生き物・観察・・）

10/ 音楽（合奏・作曲・・）

11/ 図工（お絵かき・デジタル制作・・）

12/ 保健体育（ダンス体操・振り返り・・）

1/ 英語（ヒアリング・スピーキング・翻訳・・）

2/ 家庭科（レシピ作成・調理・・）

R05年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（教科横断を意識した教科指導）



教科学習で使える 
iPad実践



主な内容

第１回 素材(素材)の作り方

第２回 Keynote

第３回 どーれかな？

第４回 Bitsboard Flashcards & Games①

第５回 Bitsboard Flashcards & Games②

第６回 DropTap

第７回 Make It

第８回 OMLETつくるんです

第９回 Kahoot!
第10回 Canva

R06年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（個に応じた教材作り　わかるって楽しい！）



個に合わせた教材作成 
iPad実践



 

10回R06年度　10回シリーズ　ミニ研修 

（合理的配慮の観点での活用法）

＊内容は変更の可能性があります

主な内容

第１回 iPadOS18の基本的な便利機能

第２回 カメラ・写真アプリは基本　

第３回 読むことの困難

第４回 書くことの困難

第５回 聞くことの困難

第６回 話すことの困難

第７回 計算することの困難

第８回 覚えること・推測することの困難

第９回 運動の困難（DCD）
第10回 コミュニケーションの困難（ASD)

http://npo-atds.org


参考図書
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マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



h8p://npo-atds.org 

h8ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi



